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長く設定し、12 ／ 24（木）9：30 ～ 1 ／ 4（月）9：
00とした。
　事前指導としては、オンラインレッスンを受ける前
に、コミュニケーションストラテジーをレポートに書
くことを指示し、授業内の内容を再確認させるように
した。次に、目的として挙げている2つの目標を意識し、
学習者、そして指導者としての立場から「コミュニケー
ション」について考えながら、オンラインレッスンを
受けることを押さえた上で、自分が特にめあてとした
いことを書くよう指示をした。小学生の気持ちが分か
るように、伝えることが難しい際に、辞書は使用しな
いことを留意点として事前に伝えておいた。
　1回目と同様で、レッスンが開始したら、学生は、
このレッスンが大学の授業の一環であること、その目
的、最後にフィードバックをもらいたい点について外
国人講師に説明をした。話す内容としては、自己紹介 、
互いの国のクリスマスや正月について、その他、学生が興
味ある内容についてとした。
　事後指導としては、外国語活動や外国語科で使用す
る表現などを用いたやり取りの向上、ストラテジーを
活用した「心を通わすやり取り」の向上についての振
り返り、講師からのアドバイスやコメント内容とそれ
を受けての自分の考え、コミュニケーションの指導に
おいて、指導者としてどのようなことを大切にしよう
と考えたかをまとめるよう指示をした。そして、アン
ケートへの回答を求めた。
2．学生の振り返り分析とアンケート結果
　学生の記述における振り返りについては、質的記述
研究の方法を用いて分析を行った。記述の内容から、
共通点を見付け、カテゴリーを育成し、更にテーマ別
に分類し、その見直しと修正を行った。人数において
は、複数の内容を記入している学生もいたため、受講
人数とは一致していない。
　アンケートにおいては、1.大変そう思う、2.そう思う、
3.あまりそう思わない、4．全くそう思わないの4件法
による回答数を集計した。
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小学校英語概論におけるオンラインレッスンの導入について
2.1音声指導のためのオンラインレッスン
2.1.1　振り返り分析
表1：「技能面の向上」における記述分析
表2：「意識面の向上」における記述分析
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2.2コミュニケーション指導のためのオンラインレッスン
2.2.1　振り返り分析
　「コミュニケーションの指導において、指導者としてどのようなことを大切にしようと考えたか」という問い
に対する記述による回答を分析した。
2.1.2　アンケート結果
　１．大変そう思う、2.そう思う、3.あまりそう思わない、4．全くそう思わないの4件法でアンケートを行った。
表3：「発音指導のためのオンラインレッスン」アンケート
表4：「コミュニケーション指導で大切にしたいこと」における記述分析
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2.2.2　アンケート結果
　1．大変そう思う、2.そう思う、3.あまりそう思わない、4．全くそう思わないの4件法でアンケートを行った。
3．考察
3.1　音声指導のためのオンラインレッスン
　講師から、発音等に問題がないと言われた学生が若
干名いたものの、多くの学生は、発音・強勢・リズム・
イントネーションについてアドバイスを得て、技能面
の向上を実感することができたことがわかった。自分
では気付かなかった発音やイントネーションなどの指
摘をしてもらえたことが良かったと多くの学生が回答
していることや講師の口の動きを真似ることで、習得
しやすかったとの回答から、たった25分のレッスンで
はあるもののマンツーマンによる個別のレッスンは効
果が大きかったと言える。
　アンケートの「今後も発音・強勢・リズム・イント
ネーション等に注意を向けていこうと思えましたか」
の問いに対して、「大変そう思う」「そう思う」と回答
している割合は100％となっていることから、技術向
上への意欲も高まったと言える。
　意識面における自由記述においてカテゴリーを分析
したところ、多くの部分において、心理学における「学
習動機づけ」の内発的動機づけ、外発的動機づけであ
る同一化的動機づけや取り入れ的動機づけに分類する
ことができた。英語を話すことが楽しいといった内発
的動機づけとしては、もともと苦手意識があった学生
が意識の変容として挙げているところが特徴的であ
る。英語を使うことの価値に気付き、もっと英語に触
れて英語力を高めたいという同一化的動機づけにおけ
る回答が最も多く、オンラインレッスンが自律的な学
びのきっかけとなったことが窺える。また、教師にな
るために英語を勉強しなくてはいけないという取り入
れ的動機づけが2番目に多い結果となった。オンライ
ンレッスンを受講したことが、指導者となる自分自身
が英語力を高めなくてはいけないという動機となった
と言える。
　また、講師の褒め方やアドバイスから指導者として
の意識を高めることもできたことがわかる。特に、褒
められたことによって自信を持てたり、うれしかった
りしたことから、自分が教師になったら、たくさん褒
めることをしたいと書いている学生が多かった。
　学生Kは、次のように振り返っている。「言語が違
うと、自分の伝えたいことが伝わらないもどかしさが
あるが、言語が違うが自分の言っていることが伝わり、
反応してもらえた時は、非常に喜びを感じ、もっと話
したいことがあるが、表現が分からない、説明しづら
いという感情が生まれた。英会話を楽しいと初めて思
え、また英語を話したいと初めて思えた。この経験を
表5：「コミュニケーション指導のためのオンラインレッスン」アンケート
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児童たちにも感じてもらえるよう、ネイティブではな
いが、流暢に話せる先生になり、英語に対して興味を
もってもらいたいと感じた。」
　アンケートの「良質のインプットを与えることので
きる指導者になろうという意識は高まりましたか」の
問いに、「大変そう思う」「そう思う」と回答している
割合が99.2％であることからも、指導者としての意識
を高められる結果となった。音声におけるオンライン
レッスンは、小学校英語を学ぶ学生にとって、発音な
どの技術を高めるだけでなく、英語力を高める意識へ
の動機づけにも大きく影響したことがわかった。
　「あまりそう思わない」と回答した学生1名は、英語
への苦手意識が強く、25分という短時間のレッスンで
は、自分が良質のインプットを与える指導者になれる
と思えなかったとのことであった。また、「自信が少
しなくなった」と記入していた学生1名には、個別に
励ましのフィードバックを返し、次年度の小学校英語
指導法においても引き続き励ましながら指導を重ねて
いこうと考えている。
3.2  コミュニケーション指導のためのオンライン
レッスン
　学生は、事前に対面授業の中で、学生同士でコミュ
ニケーションについて話し合ったり、英語で話をした
りして、コミュニケーションでは何が大切なのか学習
済みであった。しかし、実際に外国人講師と話すこと
で、学生同士のやり取りとは違う難しさを感じたよう
である。日本語に頼れない状況で、伝えたいことを伝
えることの難しさを実感しながらも、ストラテジーを
使用することで何とか伝わると感じたり、ストラテ
ジーを活用することで、わからない言葉に遭遇しても
対処できる良さを感じたりした学生が多かった。また、
伝わらないからこそ、相手の反応があると安心感を抱
けたり、相互に話すことで楽しいと感じたり、講師が
励ましてくれることがうれしかったりと、自分の体験
から、コミュニケーションの際に大事にしたいことを
考えることができていた。
　アンケートの「外国語活動や外国語科で使用する表
現などを用いたやり取りを高めることができました
か」の問いに対しては、学生の英語力が影響している
ため、回答にばらつきが出たものの、「大変そう思う」
「そう思う」と回答している割合は、86.9％となって
いる。「円滑なコミュニケーションのあり方について
考えることができましたか」の問いに対して「大変そ
う思う」「そう思う」と回答している割合は、99.1％
となっている。このことから、概ね、めあてを達成で
きていると言える。2つの問いについて、「あまりそう
思わない」「そう思わない」と回答している学生は、
講師の英語がなかなか聞き取れず、円滑なコミュニ
ケーションにはほど遠かったことが、レポートや音源
から読み取れた。
4．結語
　本稿では、学生の発音等の技術向上やコミュニケー
ションを図る上で大切なことを体験から深く考えるこ
とを目的として、オンラインレッスンの導入を行った
方法と学生の意見から分析を示した。その結果、各オ
ンラインレッスンの目的を概ね達成することができ、
更にオンラインレッスンが、学生の意識を大きく変え、
主体的な指導者としての土台づくりに大きな影響を与
えたと言える。
　このように、オンラインレッスンの有効性を明らか
にした一方、課題も残る。履修登録者数がオンライン
実施直前には140名であったものの、全員が受講をし
たということではなかった。受講記録は、オンライン
会社の管理画面で確認できたため、未受講の者には、
本来の提出期限を過ぎても受講するように促した。し
かし、それでも、受講しなかった学生がいた。
　１回目は127名が受講し、2回目は107名が受講とい
うことから、英語への苦手意識が未受講につながって
いるのではないかと思える。1回目の音声指導のため
のオンラインレッスンは、Classroom Englishを読む
ということで、さほど難しい内容ではなかったものの、
2回目のコミュニケーションは、25分間話し続けるこ
とになるため、学生にはハードルが高かったのかもし
れない。
　これらのことから、英語が苦手な学生を授業の中で
励ましながら、英語力向上の手立てを行っていくこと
が必要であると言える。全ての学生が実践的な英語運
用力を身に付け、主体的に学び続ける指導者となって
いけるよう、大学での英語指導の在り方を検討してい
くことが今後の課題となるであろう。
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